
 
中学校国語科単元計画【第１学年：読むこと】 

【単元のねらい】登場人物の考え方や言動の意味について、他の登場人物の視点から作品を書き換えるなど語り手

に注目することで、登場人物の考え方に関する意見をもつ力を養う 

【単元のめあて】語り手に注目して、エーミールの視点から作品を書き換えよう。 

【単元の振り返り】 物語は話を進めていく語り手に注目することで、語り手になっている登場人物の心情の読み取りに役立てること

ができた。また、語り手を変更し作品を書き換えたことによって、本文に直接書かれていない他の登場人物の心情を本文に書かれてい

る言動から深く考えることができた。 
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《本時の概要》本文とは異なる語り手であるエーミールの視点から、「僕」が家に来

たときの場面を書く。エーミールが「僕」をどのようにとらえていたのか考える。 

【めあて】エーミールの視点から物語を書き換えよう。 

《本時の概要》書き換えた作品を交流し、エーミールがどのように「僕」をとらえて

いたのか、初読のときとエーミールについて印象がどう変わったか話し合う。 

【めあて】友達の作品との共通点や相違点を見つけ、意見を交流しよう。 
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《本時の概要》本文を通読し、登場人物の印象について感想を書く。また誰の視点で

書かれているか前半・後半に分けて確認し、語り手の役割をおさえる。 

【めあて】登場人物と誰の視点で書かれているのかを確認しよう。 

《本時の概要》作品後半の語り手である「僕」の心情や他の登場人物への印象について、場

面の展開や言動に注目して読み取る。 

【課題】作品の最後で「僕」がちょうを指で粉々に押しつぶしてしまったのはなぜだろう。


